






幹 部 会 報 告 事 項 

令和 8 年 5 月 25 日 

総 務 局 

事
項 

 「令和 7年国勢調査 名古屋市の速報集計」の公表について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

令和 7年国勢調査の名古屋市速報集計について、報告します。 

（国は 5月 29 日(金)に速報を公表予定） 

１ 調査の概要 

○ 調査期日 令和 7年 10 月 1 日 

○ 調査対象 我が国に常住するすべての者（外国人含む） 

 

２ 結果の概要 

○ 人口は過去最多を更新 

人口は 2,345,892 人で過去最多、全 16 区のうち 8区で増加 

○ 世帯数は過去最多を更新する一方、1世帯当たり人員は過去最少を更新 

世帯数は 1,181,671 世帯で過去最多である一方、１世帯当たり人員は

1.99 人で過去最少となる。 

 令和 7 年 

（速報値） 

令和 2年 

（確定値） 
増減数 増減率 

人口（人） 2,345,892 2,332,176 13,716 0.6％ 

世帯数（世帯） 1,181,671 1,122,103 59,568 5.3％ 

１世帯当たり人員（人） 1.99 2.08 △0.09 △4.3％ 

※詳細は、別紙「令和７年国勢調査 名古屋市の速報集計」のとおり 

 

３ その他 

 (1) 集計結果は本市が独自に集計したものであり、5月 29 日に総務省が公表

する速報値とは異なる場合があります。 

 (2) 確定値は、総務省から令和 8 年 9 月に公表予定であり、以後、各集計結

果が順次公表される予定です。 

 

備
考 

 本件につきましては、5月 22 日、市政記者クラブに資料提供済みです。 

（企画部統計課 内線 2254） 



 幹 部 会 報 告 事 項 
令 和 ８ 年 5 月 2 5 日 
教   育   委   員   会  

事

項 
美術館特別展「ゴッホの跳ね橋と印象派の画家たち ヴァルラフ＝リヒャルツ美術館所蔵」の開催について  

内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容 

１ 概要 

ドイツ・ケルン市にあるヴァルラフ＝リヒャルツ美術館・コルブー財団が誇る約 7万

点のコレクションから、印象派とその前後の名品 70 点が来日します。 

コロー、マネに始まり、モネ、ルノワールら印象派、さらにゴッホやゴーガン、セザ

ンヌを経てマティス、ボナールへと至る近代絵画の流れを、42 名の画家の作品でたど

ります。中でもゴッホの代表作《跳ね橋》は名古屋初公開となる注目作です。本展では

近代絵画の革新と、世代を超えたつながりを感じていただけます。 

 

２ 会期等 

(1)会 期 令和 8 年 9 月 19 日(土)～11 月 29 日(日)（63 日間） 

(2)休 館 日 月曜日(ただし祝休日の 9 月 21 日、10 月 12 日、11 月 23 日は開館)、 

           9 月 24 日(木)、10 月 13 日(火) 

(3)観 覧 料 一般 1,900 円(1,700 円) 高大生 1,000 円(800 円) 中学生以下無料   

※( )内は前売料金・20 名以上の団体料金 

(4)主 催 名古屋市教育委員会・名古屋市美術館、中日新聞社、東海テレビ放送 

  

３ 主な展示内容 

・フィンセント・ファン・ゴッホ     《跳ね橋》 1888 年 

・エドゥアール・マネ            《アスパラガスの束》 1880 年 

・ピエール＝オーギュスト・ルノワール《縫物をするジャン・ルノワール》 1898 年 

 

 

 

 

 

 

     ≪跳ね橋≫       ≪アスパラガスの束≫  ≪縫物をするジャン・ルノワール≫ 
※作品はすべてヴァルラフ=リヒャルツ美術館・コルブー財団蔵  

Wallraf-Richartz-Museum & Fondation Corboud, Cologne Photo:© RBA, Cologne 

 

４ 展覧会の見どころ  

(1)ゴッホの傑作《跳ね橋》が名古屋にやってくる！ 

(2)印象派をめぐる巨匠たちの作品がズラリ！ 

(3)流れで見るから面白い、モダンアートの本流をたどる 

  

５ 目標入場者数  60,000 人 

備

考 
本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

（美術館 ２１２－０００１） 



 
   

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
     

 

 

       
               

     

      
       

                            
       

  
 

  

      
       

   
   

      

                       
                  

                       
                       

    

              
     

          

 

 
   

 
        

  
 

            
               

           
         
       

                  
                  

                              



SOS47



0120-210-364





                                
  

    

    
            

    
    

    
    

    

                     
            

    
    

        
    

    

 

   

   

   

     

     

 

   

   

   

   

   



幹 部 会 報 告 資 料 
令和 8 年 5 月 25 日 
防 災 危 機 管 理 局 

事
項 令和 8年度名古屋市総合水防訓練の実施について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

１ 目的 

  出水期を迎えるにあたり、地域住民に対して水防の重要性と水防に関する基本

的考え方の普及を図り、水害の未然防止又は軽減に資すること及び出水期を前に

した水防体制の強化を図ることを目的とする。 

 

２ 日時（各区総合水防訓練） 

  令和 8年 5月 31 日（日曜日）8時 00 分から 12 時 00 分（詳細な訓練時間は各 

 区の計画による） 

 

３ 訓練内容（詳細については別紙１参照） 

（1）全市一斉情報伝達訓練 

  避難情報を地域住民が迅速、確実に入手することを目的とし、あらゆる広報

手段を使用して避難情報を発信する全市一斉の情報伝達訓練を行います。 

※全市一斉情報伝達訓練における同報無線（防災スピーカー）の吹鳴は、8

時 30 分及び 9時 00 分の 2回実施 

（2）一斉避難訓練 

地域住民の安全・確実・迅速な避難を目的とし、避難情報の発令を起点とす

る、市本部、区本部、地域住民が一体となった避難訓練を行います。 

（3）住民参加型訓練 

地域住民の水防意識の高揚を目的とし、体験型・実践型の訓練及び知識の普

及啓発を行います。 

（4）水防活動訓練 

水害の未然防止や被害の軽減を目的とし、消防機関を中心に実践的な訓練等

を行います。 

 

４ 訓練実施場所等 

  別紙 2参照 

 

５ その他 

  令和 8年 5月から 6月までの間に、各局室において風水害時の各局室独自の業 

務を円滑に行うことを目的とした訓練を行います。 

 

備
考 本件は、5月 22 日に市政記者クラブへ資料提供しました。 

（防災危機管理局危機対策課 内線 3522） 



 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～訓練の流れ～ 

高齢者等避難：高齢者など避難に時間を要する人が、早めの立退き避難又は屋内安全確保を促
すために発令 

避 難 指 示：災害が発生するおそれが高く、危険な場所からの立退き避難又は屋内安全確保 
を促すために発令 

各区の訓練会場において風水害に関する様々な体験型・実践型 
の訓練（土のう・水のう作成等）及び消防機関を中心とした実践的
な訓練（冠水時歩行やボート組み立て・搬送等）を実施 

別紙 1 

※高齢者等避難・避難指示の際にはサイレンが鳴ります 

本格的な大雨や台風シーズンを迎える前に、「名古屋市防災アプリ」や「なごやハザ
ードマップ・防災ガイドブック」、市民一人ひとりの避難行動計画を作成するための
「わが家のマイ・タイムライン」を活用し、災害への備えを確認してください。 

※訓練に参加できない方も※ 

避難行動の開始 

避難完了 

安全で確実な避難のために各種災害対応を一体的に実施 
 

区の職員、消防団による 
避難情報の広報 

区の職員、消防団、警察などによる 
避難誘導 

地域内での要配慮者の 
避難支援 

全市一斉情報伝達訓練 

一斉避難訓練 

住民参加型訓練及び水防活動訓練 

名古屋市公式 LINE や Yahoo!防災速報、同報無線、防災ラジオ、
市公式ウェブサイト、SNS、名古屋市防災アプリ等により、  

・午前８時３０分：高齢者等避難 
・午前９時００分：避難指示 を伝達 
 



区 実施場所 訓練の特色等

千種 富士見台小学校

・地域住民と区役所による公共安全モバイル通信訓練の実施。
・地域住民と区役所による福祉避難スペースの確認。
・災害用仮設トイレ、災害時のボランティアセンター、ハザードマップ、簡易水防工法についての講習
を実施。
・消防署、消防団による土のう作成、積み土のう訓練、救命ボート組み立て訓練等を実施。

東 葵小学校
・トイレ、飲料水について環境事業所と上下水道局職員により使用方法を展示。
・災害時における各区隊の連携を確認する総合演習を実施。
・避難所運営に必要な備蓄物資について、地域住民と区役所職員で防災備蓄倉庫の確認を実施。

北 水分橋緑地

・河川の氾濫、越水等を想定した実践的な避難、救助、浸水、越水対策訓練を実施。
・河川敷にて簡易水防工法、土のうを活用した水防工法訓練を実施。
・警察のヘリによる水難救助訓練を実施。
・各公所が所有する災害対策車両及びゴムボートの展示、説明を実施。
・風水害時の避難行動についての講習。
・道路へ散乱した障害物除去訓練を実施。

西 稲生小学校
・水害について多角的な視野を得るために、道路冠水時の住民避難やペットの同行避難及び要配慮者に
関する講話など多岐にわたるテーマの訓練を実施。

中村 諏訪小学校 ・身近なものを利用した都市型簡易水防工法の説明、実演を実施。

中 栄小学校

・栄小学校の防災倉庫に、市や学区で配置した災害用物資の他、炊き出し用資材、チェンソーやバール
など資器材が揃うため、それらの使用訓練を実施。
・地下街や地下駐車場への雨水の流れ込みなど都市型災害のリスクがあるため、区の特性に応じた水害
への備えについて伝える。

昭和 川原小学校 ・参加者に体を動かしながら学んでいただく、体験型訓練の実施。

瑞穂 弥富小学校

・公共安全モバイルシステムを用いた通信訓練を実施。
・学区の災害リスクの特徴にあわせ、土砂災害警戒区域に関する講習を実施。
・簡易プールを用いた水中歩行体験を実施。
・プランターなど身近な物を利用した簡易水防工法訓練を実施。

熱田 野立小学校

・自主防災組織や避難所運営組織との関係を含め、総合水防訓練実施学区の災害救助地区本部委員に向
けた訓練を実施。
・参加者の防災意識及び知識の向上を図るために、各種防災関係機関のブースを「自助」「共助」「公
助」という３つのカテゴリに分けて設置。

中川 供米田中学校
・参加住民が自助、共助につながる行動、知識を体験し習得するために住民参加型訓練を中心に実施。
・中川区自立支援連絡協議会による要配慮者対応訓練、障害のある要配慮者が避難してきた際の支援の
方法について訓練を実施。

港
成章小学校
戸田川緑地

・風水害時に住宅への浸水を体験できる水圧体験機を用いた体験型訓練を実施。
・洪水リスクが高い地理的特性から、戸田川緑地公園において水難救助訓練を実施し、水防体制の確認
を行う。

南
道徳小学校

・避難所開設、運営訓練の実施。
・防災講演の開催。
・水防工法訓練の実施。
・防災啓発ブースの開催。

守山
吉根小学校
矢田川左岸大森
橋緑地

・吉根小学校において災害救助地区本部及び避難所の開設、運営訓練を実施。
・各関係機関と協力し、簡易水防工法・救命講習（AED）、仮設トイレ組立、地下式給水栓設置といった
実践的な訓練を実施。
・大森橋緑地において実践的な積土のう工法及び改良土のう工法、救命ボート組立訓練等を実施。

緑 大高北小学校 ・消防署、消防団による冠水時歩行訓練、ボートでの搬送訓練を小学校のプールにて実施。

名東 香流中学校

・住民が自主防災会ごとに現地本部に集まり、自主防災会の役割などを確認する避難訓練を実施。
・地下式給水栓設置訓練、災害用仮設トイレ等について各班に分かれて防災教室を実施。
・消防署、消防団による簡易水防工法の実演、土のうの作成、各種工法を実施。
・総合水防訓練と別日で区本部連絡員室訓練（DIG訓練）を実施。

天白 大坪小学校

・区本部と地区本部の連絡手段にLINE のオープンチャット機能を活用し情報共有を実施。
・段ボールで地理的特性を立体的に把握することのできる防災ジオラマを使用した防災講習を実施。
・天白区独自の取組み（避難所看板、想定浸水深看板）を住民へ周知。
・区隊ごとに特色のあるブース訓練を実施。

                           令和８年度 各区総合水防訓練 一覧　 　　　            別紙2



幹部会報告事項 

令和8年5月25日 

総 務 局 

事 

項 

   第１回名古屋市基本構想等審議会の開催について 

内 
 

 
 

容 

 

基本構想の改定及び次期総合計画の策定にあたり、第１回名古屋市基本

構想等審議会を開催します。 

 

１ 審議会の目的 

  基本構想の改定及び次期総合計画の策定にあたり、市政の各分野に関

する有識者が専門的かつ多角的な視点から調査・審議し、その結果をと

りまとめて提言を行う。 

 

２ 審議会の構成員 

  別紙「構成員名簿」のとおり 

 

３ 日時 

  令和８年５月２６日（火） １５時から１７時 

 

４ 場所 

  名古屋市役所 本庁舎５階 正庁 

 

５ 議題 

  名古屋市基本構想について 

備 

考 

本件は、５月１１日に市政記者クラブに資料提供しました。 

（企画部企画課 内線 2206） 



構成員名簿 
１ 名古屋市基本構想等審議会委員               (敬称略、五十音順) 

氏  名 所属・職 出欠 

荒見 玲子 名古屋大学大学院法学研究科 教授 出席 

安部 賀央里 名古屋市立大学大学院データサイエンス研究科 准教授  出席 

伊藤 聡子 キャスター、開志創造大学大学院 客員教授 欠席 

加藤 義人 
岐阜大学 客員教授、 
名古屋都市センター 特任アドバイザー 

出席 

金井 利之 東京大学大学院法学政治学研究科 教授 オンライン 

河合 雅司 一般社団法人人口減少対策総合研究所 理事長 出席 

窪田 泰江 
名古屋市立大学大学院看護学研究科 教授、 
名古屋市立大学医学部保健医療学科 教授 

出席 

桑山 知之 株式会社ヘラルボニー クリエイティブディレクター 出席 

近藤 早映 
三重大学大学院工学研究科 准教授 
東京大学先端科学技術研究センター 准教授 

出席 

田中 憲子 名古屋大学総合保健体育科学センター 教授 出席 

谷口 由希子 名古屋市立大学大学院人間文化研究科 准教授 出席 

田村 真理子 一般社団法人日本ベンチャー学会 理事・事務局長 オンライン 

土肥 潤也 NPO 法人わかもののまち 代表理事 出席 

中川 書子 名古屋大学大学院環境学研究科 准教授 オンライン 

秀島 栄三 名古屋工業大学大学院工学研究科 教授 出席 

廣井 慧 京都大学防災研究所 准教授 オンライン 

古田 徹也 東京大学大学院人文社会系研究科 准教授 欠席 

松井 健斗 株式会社カナメヤ 代表取締役 CEO 出席 

水野 英雄 椙山女学園大学現代マネジメント学部 准教授 出席 

武藤 敦子 
名古屋工業大学大学院工学研究科 准教授 
名古屋工業大学ダイバーシティ推進センター 副センター長 

出席 

横山 淳一 名古屋工業大学大学院工学研究科 教授 オンライン 

吉江 俊 東京大学大学院工学系研究科 講師 オンライン 

和田 真理子 兵庫県立大学国際商経学部 准教授 オンライン 
２ オブザーバー                            (敬称略) 

氏  名 所属・職 第 1 回出欠 

人見 雄一郎 一般社団法人中部経済連合会 企画部長 出席 

坂東 俊幸 名古屋商工会議所 企画部長 出席 
 

別紙 



  幹 部 会 報 告 事 項 
  令和 8 年 5 月 25 日 

 財 政 局 
事

項 
第 20 回アジア競技大会の図柄を用いた宝くじの発売について 

内

容 

 

１ 趣 旨 

  第 2717 回関東・中部・東北自治宝くじの券面に、愛知・名古屋で開催される

第 20 回アジア競技大会の図柄が使用されます。 
 
２ 発売期間 

  令和 8年 5月 27 日（水）から令和 8年 6月 9日（火） 

  宝くじ売場または宝くじ公式サイトで購入可能 

 

３ 価 格 
  1 枚 100 円 
 
４ 当せん金 
  1 等・前後賞合わせて 3,000 万円 

 

５ 抽せん日 

  令和 8年 6月 12 日（金） 

 
６ 証票図柄のイメージ 
 

  
 

備

考 
本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

                           （財政部資金課 内線２３０８） 



幹部会報告事項 
令和 8年 5 月 25 日 
環 境 局 
スポーツ市民局 
教 育 委 員 会 

 

事
項 「環境デーなごや 2026」地域行事について 

内 
 
 

容 

 
１ 概要 

市民、事業者、行政の協働のもと、環境についてともに学び、行動する

きっかけとするため、「環境デーなごや 2026」を開催します。 

このうち地域行事は、6月を中心として、全市一斉クリーンキャンペー

ンや地域環境イベントなどを実施します。 
 

２ 「環境デーなごや 2026」のテーマ  

「未来へつなぐ ひと・まち・自然」 
 

３ 地域行事の内容 

（1）全市一斉クリーンキャンペーン・なごや 2026（16 区）: 6 月を中心に 

市民、事業者、行政の協働により、全市で清掃活動を一斉に開催し、

町美意識の高揚を図ります。 

（2）地域環境イベント（29 行事）：5～8月 

「自然との共生」、「エコライフの実践」、「循環型社会」、「フェアトレ

ード」、「脱炭素社会」、「SDGs」をテーマに講習会等を行います。 

（3）環境バザー（16 区）：5月～11 月 

リユース(再使用)を促進し、物を大切にする意識を啓発するため、バ

ザーを実施します。 

（4）環境学習講座（16 行事）：5～6月 

生涯学習センター等において、エコクッキングなど、市民が環境につ

いて考え、意識を高める講座を開催します。 

（5）環境学習ウィーク・トライ＆アクション（376 校）： 6 月 1 日～6 月 12 日を中心に実施 

市立小中特別支援学校で環境学習プログラムを作成し、児童生徒が主

体的に環境学習に取り組みます。 

（6）身近な自然体験会（12 行事）：5月～6月 

身近な自然と関わる体験を通して、自然の大切さや環境問題を考える

契機となる講座を開催します。（小中学生向け） 

（7）パートナーシップ事業（76 行事）：通年 

事業者、市民団体等が、地域清掃など環境デーなごやの趣旨に沿った

取組みを実施します。 
 

 

※詳細は、別添開催計画をご覧ください。 

備考 
本件は、5月 22 日（金）に市政記者クラブへ資料提供しました。 
中央行事は、11 月 21 日（土）に久屋大通公園のサカエヒロバスとエンゼル

広場で開催予定です。 

（環境局環境企画部環境企画課 内線 2669） 
 

































幹 部 会 報 告 事 項 
令和８年５月 25日 

上 下 水 道 局 

事項 「木曽三川流域フォトコンテスト 2026」の開催について 

内

容 

 

１ 趣  旨   

流域の魅力を域内外の方に発信することで地域の活性化に寄与するととも

に、木曽三川流域の水環境保全意識を醸成することを目的として、「木曽三川

流域フォトコンテスト 2026」を開催します。「木曽三川流域フォトコンテスト」

は平成 30 年度より開催しており、今年で９回目の開催となります。 

 

２ テ ー マ 

『私の推しスポット！木曽三川流域の隠れた魅力』 

観光パンフレットに載らないような穴場や、魅力的な風景、行事、人物、物
などの写真を募集。 
撮影地は、木曽三川流域自治体連携会議構成自治体内に限る。 
 

３ 応募方法 
   Logo フォーム、郵送または持参にて写真のデジタルデータを提出 

（１人３点まで） 

 

４ 応募期間 
令和８年６月１日（月）～10 月 31 日（土） 

 

５ 入賞作品の選考 
選考委員による一次選考の後、一般投票による二次選考を行い、入賞作品を

決定します。各入賞者には、賞状と木曽三川流域の特産品を贈呈します。 

 

   〇 最優秀賞      １点（賞状、流域の特産品３点） 

   〇 優秀賞    ２点（賞状、流域の特産品２点） 

   〇 かわたん賞  ３点（賞状、流域の特産品１点） 

 

６ 結果の公表 

入賞作品の結果は、令和８年 12 月頃に入賞者へ通知するとともに、木曽三
川流域自治体連携会議ウェブサイト内にて公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

     令和７年度最優秀作品        令和６年度最優秀作品 

『馬瀬川上流鮎 火ぶり漁』岐阜県下呂市    『光射す』長野県王滝村 

備考 本件は、５月 26 日（火）に市政記者クラブに資料提供します。 

（企画経理部連携推進課 内線 3720） 


